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今後の方向性
　本年度の実証実験結果を踏まえ、今後も管内においてスマート農業の一層の普及を図るた
め、来年度も引き続き事業を継続していきたい。
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（事業実績）
　水管理システムの水位センサー及び給水ゲートを購入し、ほ場整備事業実施中の2地区（池田町会染西
部地区、白馬村北城南部地区）に設置
　　○受注業者　株式会社farmo（栃木県宇都宮市）
　　○納品日　令和3年3月19日
　　○購入額　155,100円

（事業の成果）
　・ICTを活用した水管理システムの実証実験を行うことで、管内におけるスマート農業導入の契機となるよ
うな機会を地元に提供することができた。
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　近年、農業者の減少や高齢化が進行する一方、担い手の経営規模は増加傾向にあることか
ら、労働者不足の解消を目的として今後はICT等を活用したスマート農業の導入が求められてお
り、新たな製品の実証実験を行うことで稼ぐ農業を支える基盤整備を推進する。
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　現在スマート農業の技術開発は黎明期にあり、高価な機材費や実用化に向けた不安が普及
に向けた課題となっている。
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【事業内容】
　○管内のほ場整備事業の実施地区内において、ICTを活用した水管理システムを導入し、
　　スマート農業の実証実験を行う。（池田町及び白馬村の２地区）
【対象機器】
　○水田水管理システム「farmo」※を想定
　※栃木県のベンチャー企業「㈱farmo」の製品で、既に全国で3年程度の導入実績あり

　　※４月上旬から始まる代掻きに間に合わせるように設置
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１ 北アルプスの恵みと人々の知恵を活かした産業の振興

令和３年３月26日

北アルプス地域振興局

整理番号 24 課題区分

（単位：円）

スマート農業実証実験事業
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